
教育委員会のキャリア教育の取組み
～「一歩先の未来」を見据えて～

第２回 総合教育会議

平成２８年１０月７日

徳島県教育委員会



目指す方向性

社会・職業への円滑な移行に向け，
基盤となる能力・態度の育成

多様な主体との連携による
地方創生を担う「人財」の育成



これまでの取組み ～体制づくりの推進～

「徳島県キャリア教育推進協議会」の設置

◆「徳島県キャリア教育推進指針」の策定

H25.9

・基盤となる４つの力を設定

○他者や様々な集団，社会と「かかわる力」
○自分自身を客観的，肯定的に「みつめる力」
○物事を解決して前に進めていく「すすむ力」
○社会人・職業人として生きていくために将来の
生き方を「えがく力」

◆インターンシップ等受入企業のデータベースを構築

◆高校生に対するSNSを活用したキャリア情報の発信

◆「職場体験・インターンシップ実施の手引」の作成

就学前から高校まで発達段階に応じて育成

H26.3

H28.3

→ 総合教育センターＨＰで運用 約１３０社登録

就職・進学に関する情報を発信 登録者
3,700名突破

→ 学校・経済団体・企業等に配付



で

で

これまでの取組み ～多様な主体との連携～

「講演・出前授業」の開催

社会人による講話

H25～

「フォーラム」の開催

知事による講座 経済界との連携

「県内企業見学バスツアー」の開催

H27～ H28.1

ものづくりの魅力
働く意義・楽しさを学ぶ！

高校生が地方創生を実感
地域の未来を共に語る！

企業が求める人材像
社会で必要とされる力を理解！

新たな発見！

小中高・特別支援学校108校で実施 教員300名対象に講演

◆高校生，高校教員が県内企業を見学

県内企業の魅力
企業活動を理解

県内定着を
促進

◆小学生・保護者対象に拡充 H28

企業活動を
積極的に質問！

H26～

高校5校で実施



新たな展開①
「起業家マインド」の育成

◆小中高生 起業塾の開催
小中高生が連携した空き店舗での
出店・販売
⇒ 地域資源を活用した商品企画・開発

鳴門市内
３校が連携

新たな「キャリアパス」を発信

◆高校生によるマーケティング活動の展開
・企業と連携したネットショップサイト
「ｅとくしま高校生マルシェ」を構築

・国内・台湾市場での発信・販売

→ 高校生が商談・海外輸出販売を展開

H28

◆平成２８年度
徳島大学「生物資源産業学部」新設

全国初 「６次産業化人材」の育成

→ 地域枠５名合格

「専門高校説明会」の開催 H27～

大学につながる新たなキャリアパスの発信

中学生
保護者対象

H27～



「徳島ならでは」の地域の生産物から徳島ブランド商品をプロデュース！

新たな展開②
６次産業化をプロデュースする人材育成

・農業・工業・商業科設置校が連携した
６次産業化商品（藍和菓子等）開発

生産・加工・販売を一体的に推進
経営者としての能力を磨く活動を展開

H2７～

農工商が連携した「６次産業化専門学科」の設置
城西高校「アグリビジネス科」の設置

６次産業化教育の加速！

徳島大学等へのキャリアアップシステムの構築

平成２９年度

実証成果をもとに

農業

商業

工業


